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大竹明，岡﨑康司，村山圭　監訳：代謝ナビゲーション Navdeep S.Chandel著　NAVIGATING METABOLISM　メディカル・サイエンス・インターナショナル, 2017
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癌ー診断の進歩と実地臨床ー. 　第55回日本癌治療学会学術集会. パシフィコ横浜.横浜市. 2017年10月22日.

山本梓、近　範泰, 田島雄介, 鈴木興秀, 長井智則, 高井泰, 関博之, 立川哲彦, 赤木究, 江口英孝, 岡﨑康司, 石田秀行. ミスマッチ修復タンパクに対する免疫染色を用いた子宮

体癌におけるリンチ症候群の頻度の推定. 第23回日本家族性腫瘍学会学術集会. ホテルさっぽろ芸文館. 札幌市. 2017年8月4日.

田島雄介, 江口英孝, 近　範泰, 鈴木興秀, 長井智則, 立川哲彦, 赤木究, 田丸淳一, 関博之, 岡﨑康司, 石田秀行. 卵巣癌患者のミスマッチ修復タンパク欠失および遺伝子異常

の頻度と関連性. 第23回日本家族性腫瘍学会学術集会. ホテルさっぽろ芸文館. 札幌市. 2017年8月4日.

天野邦彦, 近範泰, 伊藤徹哉, 山本梓, 石畝亨, 福地稔, 熊谷洋一, 石橋敬一郎, 持木彫人, 岩間毅夫, 江口英孝, 岡﨑康司, 猪熊滋久, 石田秀行. 家族性大腸腺腫症に合併する

デスモイド腫瘍の特徴と治療方針 第39回日本癌局所療法研究会.国立京都国際会館, 京都市. 2017年6月23日.

Kishita Y, Kohda M, Mizuno Y, Imai A, Nakaya A, Hirata T, Yatsuka Y, Borna NN, Harashima H, Murayama K, Ohtake A, Okazaki Y. Genetic background of
Japanese patients with mitochondrial disorders. EUROMIT, Cologne, Germany. 2017 June 13.
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天野邦彦, 近範泰, 伊藤徹哉, 山本梓, 幡野哲, 石畝亨, 福地稔, 熊谷洋一, 石橋敬一郎, 持木彫人, 岩間毅夫, 江口英孝, 岡﨑康司, 猪熊滋久, 石田秀行. 家族性大腸腺腫症に

合併するデスモイド腫瘍の特徴と治療成績. 癌と化学療法 44(12): 1449-1451, 2017.

近範泰, 江口英孝, 天野邦彦, 構　奈央, 伊藤徹哉, 山本梓,  鈴木興秀, 石橋敬一郎, 岡﨑康司, 石田秀行.  遺伝学的検査により Li-Fraumeni 症候群と確定診断された若年者

直腸癌の 1 例. 第23回日本家族性腫瘍学会学術集会. ホテルさっぽろ芸文館. 札幌市. 2017年8月4日.

伊藤徹哉, 近　範泰, 鈴木興秀, 構　奈央, 岡田洋平, 諸角誠人, 川上　理,  江口英孝, 岡﨑康司, 立川哲彦, 赤木究, 石田秀行.日本人腎盂・尿管癌症例における Lynch 症候群

のスクリーニングの試み. 第23回日本家族性腫瘍学会学術集会. ホテルさっぽろ芸文館. 札幌市. 2017年8月4日.
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岡﨑康司, ゲノム・再生医療の拠点病院をめざす, 読売新聞医療部編「受けたい医療2018年度版」, 広告特集, 2017年10月18日

木下　善仁，神田　将和，八塚由紀子，平田　智子，水野　洋介，今井-岡﨑　敦子，原嶋　宏子，村山　　圭，大竹　　明，岡﨑　康司. ミトコンドリア病における他の疾患を引き起こ

す遺伝子変異の発見. 第59回日本先天代謝異常学会総会/第15回 アジア先天代謝異常症シンポジウム（国際学会）. 埼玉, 2017年10月12日

Kishita Y, Kohda M, Yatsuka Y, Hirata T, Mizuno Y, Imai-Okazaki A, Harashima H, Murayama K, Ohtake A, Okazaki Y. Identification of mutations in non-
mitochondrial disease genes in mitochondrial diseases. 第15回RCGMフロンティアシンポジウム. 埼玉, 2017年12月1日

岡﨑康司（埼玉医大所属として）, 第2回ミトコンドリア病研究・患者公開フォーラム「遺伝子診断システムの現状」, 東京都千代田区, 2017年2月25日

岡﨑康司, 生老病死と生活習慣病のメディカルサイエンスフォーラム　特別講演「次世代医療を指向するゲノム医学研究-ミトコンドリア呼吸鎖異常症の包括的ゲノム解析-」, 東京

都港区, 2017年6月26日

岡﨑康司, 第4回Nephrology Expert Conference（NEXT）特別講演「次世代医療を指向するゲノム医学研究 ーミトコンドリア呼吸鎖異常症の包括的ゲノム解析ー」, 東京都中

央区, 2017年7月5日
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構 奈央, 近　範泰, 鈴木興秀, 桑原公亀, 石橋敬一郎,  三鍋俊春, 福田知雄, 立川哲彦, 赤木究, 江口英孝, 岡﨑康司, 石田秀行. 皮脂腺腫瘍患者からのリンチ症候群スクリーニ

ングの試み. 第23回日本家族性腫瘍学会学術集会. ホテルさっぽろ芸文館. 札幌市. 2017年8月4日.

近　範泰，江口英孝，鈴木興秀，石橋敬一郎，岡﨑康司，石田秀行. わが国におけるミスマッチ修復タンパク発現異常を示す初発大腸癌の特徴. 第28回日本消化器癌発生学会

総会. メルパルク熊本, 熊本市. 2017年11月17日.

リンチ症候群が臨床的に疑われた患者における病的生殖細胞系列遺伝子変異の同定, ポスター, Dechamethakun Sariya, 江口英孝, 田夛祐喜, 平田智子, 神田将和, 赤木

究, 石田秀行, 岡﨑康司, 第15回RCGMシンポジウム, 2017年12月1日,

Genetic Analysis of Pathogenic Germline Mutations in Japanese Patients with Suspected Lynch Syndrome, ポスター, Sariya Dechamethakun, Hidetaka
Eguchi, Yuhki Tada, Tomoko Hirata, Masakazu Kohda, Kosei Hasegawa, Shinji Ohki, Kiwamu Akagi, Naohiro Tomita, Kohji Tanakaya, Tatsuro Yamaguchi,
Hideyuki Ishida, Yasushi Okazaki for SGHGCS, 第41回日本分子生物学会年会/第91回日本生化学会大会, 横浜市, 2017年11月29日


